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6. 橋本病と自己免疫
近藤洋一郎*
自己免疫病としてとりあげられる疾皐の数は，最近い
よいよもって増加する額向にある。これらの中にあって
も橋本病泣，その素姓がよくわかっている点では代表的
なものであるということが出来よう。 SLEのように，
全身レベルでの多彩な病像を示す疾患と対詑する意味か
ら構本窮は v限局性"昌己免疫痛と呼びならわされて
いる。このような一般的な理解にいたるについては，議
本病が甲状腺に限定された病気であるという事実もさ予
ながら，異常免疫過程がその局所で展開しているのであ
ろうとする予想も大いに与っているものと思われる。
橋本病と自己免疫現象
よく知られているように，橋本病患者の血中に辻， 
thyroglobulin，甲状譲靖抱上農の microsome等平状醸
の構成要素に対する自己設枠が存在することが，沈降反
応，捕体結合反応，車球凝集反応などによって明らかに
されている。一方，平状接抗原に対する遅廷型皮膚長応
も陽性である。したがって議本病において泣，設性なら
びに締胞性の自己免疫が成立していることになる。じっ
さい議本病患者の血清およびヲンバ球は，それぞれ培養
苧状隷濃抱上皮に対して紹胞i毒害性を示す。どのような
過程でこのような自己免疫が成立するかは，今毘でもは
っきりとは説明することが出来ない。少なくともそれ
は， かつて考えられていたように， thyroglobulinな
どが叫隠絶"された技原であるためではない。 thyro-
globulinは以前の予想とはちがって，かなりひんぱん
に，豆常人ですら血中に出現する場合があるのである。
自己抗体の方についてみると，その量と議本病甲状線
変化との間には，常に平行関係があるとは猿らない。そ
してまた流血中の自己抗体は， Basedow病をはじめと
する，いくつかの甲状腺疾患でも検出される。これらの
橋本病以外の疾患を，すべて模本病に関係づけようとす
るのは，いうまでもなくかなり無理がある。してみれ
ば， 自己抗需が存在すること自誌は，甲状腺が障害さ
れていることを反映してはいるが，必ちずしもその質を
表現しているものではないと考えておくことがこのさい
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無難であるう。組織障害性を発罪するのは，多様な抗体
のうちの，恐らくは限られた部分であろう。とはいって
も橋本病が自己免疫病であることはたしかであって，そ
の信頼すべき証拠は後述する実験成績を含めて，数多く
提出されているのである。
橋本病の病理
謹々の』漫性甲状藤疾患にさいして，稀ならず巣状の，
あるいはかなりの拡が告をもった Pンパ球浸潤を認める
ことがある。しかしながら播本菊一ーその別名 struma 
lymphomatosaが示すよう記ーーにおけるつよいリンパ
球の浸潤と，それにともなう甲状藤組識の崩壊はかなり
特徴的であるといえよう。ヲンパ球護溝は最初詰まばら
に，そして次第に数を増しヲンパ撞抱を形成する。リン
パ譲臆には睦宇心をみることが多い。この間にあって甲
状腺の諸胞は萎縮性となってコロイドは減少する。時に
橋本病の組織像:右上方に座中心をもっジ
ンメ櫨趨がみられ，それよ予甲状腺露呈織に
かけて著明な Pンパ球，形質細胞浸潤をみ
る。誼起上皮 (F)の空抱住と島壊謂失が
自立つ。コロイドはほとんど認められない。 
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は上皮が空迫状に腫大し，あるいは車体の好酸性を増す
(百urthle緯胞化)。浸溝リンバ球に混在して形質細胞が
認められる。ある段階では， リンパ球よヲもむしろ形質
細Eきがはるかに多くみられることもある。これらの紹抱
浸請はいよいよますます顕著となって，甲状線櫨抱はあ
たかも食い荒らされるように崩壊，諮失する。甲状腺組
織の崩壊は一方では線維増生をまねししたがって終末
像としては，甲状腺のびまん性線維化が認められる。
電顕的には，甲状線撞砲の基底膜の肥厚，分裂ととも
に高電子密度の沈着物一一-immunecomplexを思わせ
るーーがしばしばみいだされるひ。登光読体法では IgG
をはじめとする免疫グロプリンと， C3が間ーの部位に
頼粒状に認められる。しかし多くの例では壁光所見はむ
しろ陰性である。
思み}こ Basedow病では，査を光抗体法によって高頻度
に免疫グロブ Pン，補体の局在が観察されている 1，2)0 
ともかくもこれらの所見は，橋本病発生に humoralの
免疫機序が介在していることを示唆している。
実験的アレルギー性串状膜炎 
1956年からはじめられた Witebskyらの実験的甲状
腺炎の萌究は，播本病のすぐれた実験モデルをつくり出
したというばかりでなく，自己免疫痕としての橋本病の
疾患概念、確立に大いに寄与した。今日では，異謹， 詞
種，あるいは自己の甲状謀を Freund'scomplete ad-
juvantとともに註射すると， ウサギその他の動物に容
易に甲状腺炎を発生させることが出来る。組織像はヒト
の播本病と完全に同じと拾いえ会いまでも，かな担類叡
している。 adjuvantを思いなくても， 抗原にハフ。テン
を結合させて免疫すると同様に亭状謀炎が発生する。こ
の実験的アレルギー性〈自己免疫性〉甲状腺炎の発生機
序に慢して詰，議本病と罰様』こ，紐抱性，液f生因子のい
ずれがよ F重要な意義をもっているかをめぐって議論が
たたかわされてきた。はじめは，他動物への transfer
がジンバ球で、は可能であるが，血清では不可能で、あると
いうことから，細胞免疫を重視する考えがつよかった。
その後 Weigleらによって免疫後遺うる一定期間の血清
を用いると transferが可能で、あるという報告がなされ，
液性技体の意義が再検討された。 thyroglobulinを投票
として用いて発生させた，実験的甲状膜炎の免疫病理学
的検索の結果は， ことに興味深い。登元技捧法でみる
と，先にヒトの橋本病についてふれたように， IgGと 
C3の穎粧状沈着がみられ，電、頭的にはこれと一致する
沈着物の馬在が，櫨砲上皮と基底摸との需に多数認めら
れた。発病早期には，単接結抱ではなくてむしろ白血球
が浸精細胞の大部分を占めていることが顎らかにされ
た。こうした所見から Weigleらは， 甲状腺が，いわ
ばArthus型にも比すべき炎症であると考えている叱
残念なことに細埠性免疫過程がここで発動していた
としても， in vivoでこれと同じくらい暁謹にその過程
を示すことは不可能に近い。したがって紹抱性免疫がそ
こにどの謹度関与しているかは不明である。
さて，抗体産生の紹胞性機構に関する研究の進展は，
近年まことにめざましいものがある。大きくわけで 2種
類のリンパ球，患ち臆膿由来リンパ球 (T細胞)と骨髄
由来リンバ球 (B細抱)の協同作用が抗体産生にt必要で
あるとされている。このような抗鉢産生についての基
本的な認識は，実験甲状隷炎の機序を考察するについて
もまた必要とされる。現在の理解では，甲状践に対する
自己抗体産生においても， T細胞と B細胞の協力が前提
となっている。ところで亭状猿抗原仕切roglobulin) ~こ
対しては T結抱は寛容となっているとみなされている。
これに対して B締胞詰明らかに自己技第と支応しうる，
つま担は T結抱の helper効果がありさえすればいつ
でも抗体をっくり出す状態にあるものと考えられてい
る心。寛容となっている T締抱をゆり動かして， helper 
効果を発揮させるのに設立つのは，ハプテンを用いての
交叉反応性であ歩， adjuvantである。こうした T細胞
を介して刺議された B細起によって産生された抗体民
局所で技罪と反応し，一種の immunecomplex disease 
としての甲状隷炎を誘発する。もう一つの可能性誌，産
生された抗体がまず甲状隷上皮と結合し，この抗手本を介
してリンパ球がさらに結合し， リンパ球の{宇用によって
細胞聾害がもたらされるというものである心。この過程
は antibodydependent cell-mediated cytotoxicityと
称され，これに関与するリンパ球の正鉢はまだよくわか
っていない。
技体産生における数多くの T紹抱の磯能のうち，もう
ーっきわ立っているのは，その技体産生持寄リという面で
ある。このような T緯胞のユニークな鵠らきがじっさい
に認められること辻，すでに多様な実験システムについ
て暁らかにされているところである。実験的甲状麗炎に
おいても例外ではない。自然発生を含む実験的自己免疫
性甲状腺炎比 T細起系の減少によってその発生頻度は
高ま担，かつは病変のつよさを増す。これは自己抗体産
生を抑える，いわゆる suppressor T cellの減少に原
菌があるとする宥力な証拠がすでにあぜられている。
おわりに
自己免疫病としての橋本病の性格は，かなりの点まで
解明されている。実験面からの考察を却え主もば，自己抗
体産生の機序も少なからず究明されている。組織樟害の
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発生については，上に述べたいくつかの機講の起合わせ
によるものではあろうが，まだ斯定的にいえる段階には
ない。 Basedow病その他の自己抗体の関与が示される
甲状猿疾患と議本病との関努も，これから検討されねば
ならない爵題である。
また，飽のさまざまの昌己免疫疾患との関連性，遺伝
的背景などが明らかになるにはかをりの時が必要であろ
フ。
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